
は
砂
か
ら
作
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
薬

品
に
は
強
く
、
変
質
し
に
く
い
も
の
で

す
。
強
化
磁
器
食
器
と
は
、
磁
器
食

器
を
割
れ
に
く
く
（
ア
ル
ミ
ナ
を
配
合

し
強
化
）
し
た
も
の
で
、
表
面
が
非
常

に
硬
く
、
割
れ
た
時
の
破
片
が
尖
ら
な

い
上
に
飛
び
散
り
に
く
く
、
環
境
ホ
ル

モ
ン
の
影
響
が
な
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
熱
が
伝
わ
り
に
く
く
、
熱
く
な

り
に
く
い
た
め
、
手
に
持
っ
て
正
し
い
姿

勢
で
食
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
り
、
調
査
し

た
結
果
は
、
次
の
通
り
で
す
。

　

①
食
器
の
重
量
の
増
加
で
設
備
等

（
ダ
ム
ウ
エ
イ
タ
ー
、
運
搬
車
等
）
の

改
修
は
必
要
か
。
～
特
に
行
っ
て
い
な

い
。
食
器
を
運
ぶ
カ
ゴ
等
の
数
で
対
応

し
て
い
る
。

　

②
重
量
の
増
加
で
学
童
に
負
荷
を
与

え
て
い
る
か
。
～
児
童
が
二
人
で
運
ぶ

　

戦
後
ま
も
な
く
開
始
さ
れ
た
学
校
給

食
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
ア
ル
マ

イ
ト
食
器
が
採
用
さ
れ
、
現
在
で
も
全

国
の
20
％
、
埼
玉
県
内
の
約
13
％
の
小

中
学
校
（
当
町
も
含
む
）
が
使
用
し
て

い
ま
す
。

　

ア
ル
マ
イ
ト
は
、
美
観
に
欠
け
、
熱

伝
導
が
大
き
い
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。
前
述
の
報
告
書
で
は
、
７
種
の
食

器
に
つ
い
て
調
査
し
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
、

食
品
衛
生
に
お
け
る
発
ガ
ン
性
・
美
観
・

熱
伝
導
・
色
素
汚
染
に
つ
い
て
不
適
格

な
も
の
を
除
外
し
た
結
果
、
３
種
の
食

器
が
選
択
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　

稲
城
市
は
、
そ
の
一
つ
の
強
化
磁
器

食
器
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

強
化
磁
器
食
器
の
特
徴
は
、

　

家
庭
で
一
般
に
使
わ
れ
て
い
る
食
器

は
「
陶
器
」
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

粘
土
か
ら
作
ら
れ
ま
す
が
、「
磁
器
」

　

大
井
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

は
、
２
０
０
８
年
4
月
に
直
営
方
式
で

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
町
内
の
3
幼
稚

園
、
3
小
学
校
、
1
中
学
校
に
毎
日

２
２
５
０
食
（
最
大
可
能
食
数
２
６
０
０

食
）を
供
給
し
て
い
ま
す
。
旧
セ
ン
タ
ー

に
比
べ
て
面
積
が
約
4
倍
と
格
段
に
広

く
な
り
、
汚
染
区
域
、
非
汚
染
区
域
の

明
確
な
区
分
を
実
現
し
、
厨
房
は
ド
ラ

イ
シ
ス
テ
ム
で
交
差
汚
染
の
な
い
ワ
ン

ウ
エ
イ
動
線
、
パ
ス
ス
ル
ー
方
式
の
食

品
の
受
け
渡
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
方
式
は
、
厨
房
の

床
が
い
つ
で
も
乾
燥
し
た
状
態
で
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
、
細
菌
の
繁
殖
、
害

虫
の
発
生
を
抑
え
る
衛
生
的
な
環
境
で

調
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

作
業
環
境
も
安
全
で
長
靴
も
い
ら
ず
、

水
の
使
用
量
も
減
り
、
施
設
を
長
持
ち

快適な作業環境のドライ方式

●
神
奈
川
県
大
井
町
オ
ー

ル
電
化
の
給
食
セ
ン
タ
ー

●
稲
城
市
強
化
磁
器
食
器

な
ど
問
題
は
な
い
。

　

③
年
間
の
食
器
の
破
損
率
・
補
充
金

額
は
。
～
全
小
中
学
校
で
７
８
０
０
食
、

年
間
３
２
０
万
円
の
補
充
。
第
２
調
理

場
か
ら
供
給
し
て
い
る
３
２
０
０
食
で

の
破
損
率
は
７
．
６
％
。
耐
用
年
数
は

特
に
考
え
て
い
な
い
が
、
５
年
程
度
。

　

④
そ
の
他
、
学
童
及
び
給
食
セ
ン

タ
ー
職
員
の
強
化
磁
器
へ
の
評
価
は
、

概
ね
良
好
。
重
い
、
滑
る
と
い
う
声
も

聞
か
れ
な
い
。
割
れ
た
時
の
破
片
に
関

し
て
は
注
意
し
て
い
る
等
。

給食後、配膳車でダムウエイターまで

運ぶ児童（稲城市若葉台小学校）今後、

さらに他の食器との比較調査も必要

さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

　

施
設
の
特
徴
は
、
場
内
を
汚
染
作
業

区
域
と
非
汚
染
作
業
区
域
に
分
け
、
二

つ
の
大
き
な
部
屋
と
し
て
独
立
さ
せ
、

更
に
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
内
に
作
業
別
の

独
立
し
た
部
屋
を
設
け
ま
す
。
部
屋
と

部
屋
の
境
は
、
壁
、
カ
ウ
ン
タ
ー
、
パ

ス
ス
ル
ー
冷
蔵
庫
等
で
仕
切
ら
れ
、
調

理
員
の
移
動
は
制
限
さ
れ
ま
す
が
、
食

材
食
品
だ
け
が
次
の
部
屋
に
移
動
し
て

い
き
衛
生
面
で
安
全
性
が
確
保
さ
れ
ま

す
。

　

ち
な
み
に
、
今
ま
で
の
給
食
セ
ン

タ
ー
は
、
ウ
エ
ッ
ト
方
式
と
い
い
、
旧
厨

房
施
設
に
み
ら
れ
る
床
に
水
や
お
湯
を

流
し
て
衛
生
管
理
を
行
う
方
式
で
す
。

な
お
、国
も
平
成
９
年
に
改
定
し
た
「
学

校
給
食
衛
生
管
理
基
準
」
で
ド
ラ
イ
方

式
へ
の
改
善
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
ル
電
化
の
特
徴
は
、

　

①
ガ
ス
回
転
釜
を
中
心
と
す
る
旧
セ

ン
タ
ー
で
は
調
理
室
内
の
温
度
上
昇
が

激
し
い
が
、
オ
ー
ル
電
化
で
は
室
温
25

度
以
下
・
湿
度
80
％
以
下
の
「
学
校
給

食
衛
生
管
理
の
基
準
」
の
遵
守
が
で
き
、

衛
生
的
で
快
適
な
温
湿
度
環
境
で
作
業

で
き
る
。

②
多
機
能
な
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ

ン
オ
ー
ブ
ン
は
、
メ
ニ
ュ
ー
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
広
が
り
、
食
材
本
来
の
お
い

し
さ
を
活
か
し
た
調
理
が
出
来
る
等
。


